
大
暑
の
侯
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

議
会
で
は
、
こ
の
度
、
知
事
政
策
局
を
は
じ
め
、
県
政
の
重
要
施

策
全
般
に
関
わ
る
経
営
企
画
委
員
会
の
副
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
新
幹
線
・
総
合
交
通
対
策
特
別
委
員
会
、
文
教
・
公

安
部
会
に
所
属
し
、
勉
強
会
や
視
察
を
通
し
て
、
日
々
学
び
を
深
め

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
３
月
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
ヶ
月

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
復
興
へ
の
道
程
に
明
る
い
兆
し
は
未
だ

見
え
ず
、
被
災
地
で
は
今
も
な
お
多
く
の
方
々
が
不
自
由
な
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
般
の
６
月
議
会
で
も
、
こ
の
未
曾
有

の
大
災
害
を
教
訓
に
と
、
津
波
を
想
定
し
た
災
害
対
策
や
原
発
を
は

じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
多
く
の
質
問
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

い
ま
日
本
も
富
山
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
と
足
元
を
見
つ
め
直
し
、
次
の
世
代
に
何
を
残
し
て
い

く
べ
き
な
の
か
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
と
き
が
来
て
い
ま

す
。
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『
６
月
議
会
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
』

３ ２

おくのえいこ県議会だより おくのえいこ県議会だより

『
６
月
議
会
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
』

県
教
育
振
興
基
本
計
画
と
目
指
す
べ
き
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

高
等
特
別
支
援
学
校
と
障
害
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

山
岳
警
備
隊
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

知
事
答
弁

知
事
答
弁

教
育
長
答
弁

県
教
育
振
興
基
本
計
画
と
目
指
す
べ
き
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

知
事
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

厚
生
部
長
答
弁

高
等
特
別
支
援
学
校
と
障
害
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

教
育
長
答
弁

厚
生
部
長
答
弁

警
察
本
部
長
答
弁

山
岳
警
備
隊
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

知
事
答
弁

教
育
長
答
弁

警
察
本
部
長
答
弁

県
教
育
振
興
基
本
計
画
・
・
・
富
山
県
が
今
年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
、
６
月
議
会
後

に
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
。
学
力
向
上
と
生
き
る
力
の
育
成
の
両
立
を
目
指
す
。

①
　

一
般
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
軽
度
知
的
障
害
の
生
徒
に
つ
い
て
、
開
校
予
定
の
高

等
特
別
支
援
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
や
り
た
い
仕
事
に
就
け
る
の
か
ど
う
か

と
い
っ
た
能
力
以
外
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
問
う
。

（
企
業
へ
の
就
職
に
は
、
障
害
の
程
度
だ
け
で
な
く
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
マ
ッ
チ
ン

グ
の
問
題
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
）

「
生
徒
の
希
望
や
能
力
に
応
じ
た
職
業
選
択
の
助
言
・
援
助
を
行
う
た
め
、
職
場
見
学
、

就
業
体
験
、
企
業
関
係
者
な
ど
に
よ
る
講
話
を
通
し
て
、
就
労
の
魅
力
や
自
己
の
適
正

の
理
解
を
図
る
ほ
か
、
企
業
に
理
解
と
支
援
を
求
め
、
新
た
な
就
職
先
の
開
拓
を
行

う
。
ま
た
、
卒
業
し
た
卒
業
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
就
職
で
き
な
い
卒
業
生
を
就
労

支
援
す
る
仕
組
み
も
設
け
、
き
め
細
か
く
取
り
組
み
た
い
」

②
　

現
行
の
県
工
賃
向
上
支
援
計
画
は
、
今
年
が
最
終
年
度
で
あ
る
が
、
今
後
の
計
画
は
ど

の
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
か
、
現
行
計
画
の
成
果
と
併
せ
て
問
う
。

「
平
成
２２
年
度
の
工
賃
月
額
は
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
影
響
を
受
け
て
、
１
万
２

５
７
５
円
と
、
対
前
年
比
５
・
４
％
増
に
留
ま
っ
た
。
自
主
製
品
の
製
造
に
取
り
組
む
事

業
所
で
は
、
５０
％
増
加
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
が
一
定
程
度
は
表
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
２４
年
度
以
降
の
新
し
い
計
画
は
、
国
の
基
本
的
な
指
針
が
ま

だ
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
具
体
的
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

件
と
し
て
は
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
現
計
画
に
お
け
る
各
種
取
り
組
み
の
検

証
、
課
題
の
把
握
、
工
賃
向
上
の
模
範
的
事
例
の
分
析
な
ど
を
行
い
、
今
後
の
取
り
組

み
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
」

①
　

生
き
る
力
の
育
成
を
重
要
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
に
は
基
本
的
な
人
間
教
育
や
情
操
教
育
こ
そ
が
、
よ

り
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
問
う
。

（
策
定
予
定
の
県
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、
学
力
向
上
の
た

め
の
方
法
論
が
中
心
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
）

「
有
識
者
の
提
言
を
も
と
に
、
ふ
る
さ
と
教
育
、
探
究
科
学

科
の
設
置
、
と
や
ま
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
富
山
な

ら
で
は
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
へ
の
愛

着
や
誇
り
、
家
族
や
地
域
の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
命

や
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
、
心
豊
か
に
自

ら
を
高
め
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。
社

会
全
体
で
、
知
・
徳
・
体
や
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
の
育
成
に
取
り
組
み
た
い
」

②
　

答
え
が
ひ
と
つ
だ
け
で
は
な
い
、
割
り
切
れ
な
い
分
野
が
、
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
あ
り
、
何
を
ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
配
慮
し
て

こ
そ
、
目
指
す
べ
き
教
育
の
形
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
、
問
う
。

（
国
語
や
歴
史
教
育
、
道
徳
と
い
っ
た
教
科
を
通
し
て
、
多
角
的
に
物
事
を
捉
え
る
必
要

性
も
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

「
県
教
育
委
員
会
で
は
、
幼
・
小
・
中
学
校
の
教
育
指
導
の
重
点
を
作
成
し
、
社
会
科
で

は
、
社
会
的
事
象
を
多
面
的
、
多
角
的
に
考
察
す
る
場
と
な
る
よ
う
、
指
導
を
工
夫
す

る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
み
、
そ
の
主
旨
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
指
導
主
事
の
学
校
訪

問
を
含
め
、
適
切
な
指
導
が
、
ど
の
学
校
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
指
導
・
助

言
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
多
面
的
、
論
理
的
思
考
や
よ
り
よ
く
問
題

を
解
決
す
る
能
力
、
発
信
す
る
力
が
高
ま
る
よ
う
、
指
導
方
法
の
改
善
・
工
夫
に
努
め

て
い
き
た
い
」
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山
岳
警
備
隊
殉
職
事
故
・
・
・
平
成
２３
年
２
月
、
山
岳
救
助
訓
練
中
に
雪
崩
に
巻
き
込

ま
れ
、
山
岳
警
備
隊
と
入
善
署
の
兼
務
隊
員
で
あ
っ
た
丸
山
分
隊
長
が
殉
職
。
４
月
、

天
候
の
回
復
を
待
っ
て
、
遺
体
が
収
容
さ
れ
た
。
富
山
県
警
察
山
岳
警
備
隊
発
足
以
来

３
人
が
殉
職
し
て
い
る
。

＊
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高
等
特
別
支
援
学
校
・
・
・
高
校
再
編
に
よ
り
、
県
立
高
校
と
し
て
使
用
し
な
く
な
る

大
沢
野
工
業
高
校
と
二
上
工
業
高
校
の
校
舎
の
一
部
を
活
用
し
、
知
的
障
害
特
別
支
援

学
校
高
等
部
を
独
立
さ
せ
る
も
の
。
企
業
へ
の
就
職
を
目
指
し
、
知
識
、
技
能
、
態
度

な
ど
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。
平
成
２６
年
度
以
降
の
開
校
予
定
。

県
工
賃
向
上
計
画
・
・
・
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
を
機
に
、
授
産
施
設
等
で
働
く

障
害
者
の
工
賃
（
賃
金
）
水
準
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
支
援
強
化
の
取
り
組
み
。
平
成

１９
年
度
か
ら
２３
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
で
、
一
人
当
た
り
月
平
均
１
万
２
０
０
０
円
の
工

賃
を
倍
額
に
ま
で
増
加
さ
せ
る
見
通
し
で
あ
っ
た
。

＊
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
＊

①
　

山
岳
警
備
隊
は
、
特
殊
な
救
助
活
動
を
す
る
専
門
部
隊
と
し
て
山
岳
警
備
に
専
念
さ

せ
、
日
々
の
訓
練
を
も
充
実
さ
せ
た
上
で
活
動
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
、
問

う
。

（
現
在
、
隊
員
２８
人
の
う
ち
、
専
従
隊
員
は
６
人
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
隊
員
は
警
察
署

で
地
域
の
安
全
を
守
り
つ
つ
山
岳
警
備
に
従
事
す
る
兼
務
隊
員
で
あ
る
）

「
全
国
で
唯
一
、
専
従
隊
員
を
有
し
て
い
る
の
が
、
富
山
県
警
察
で
あ
る
。
国
、
地
方
通

じ
て
、
行
政
改
革
、
財
政
再
建
が
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
中
、
平
成
２１
年
に
専
従
隊

員
を
４
人
か
ら
６
人
に
増
員
し
て
い
る
。
兼
務
と
い
っ
て
も
専
従
隊
員
と
一
緒
に
、
年

間
相
当
日
数
を
訓
練
に
当
て
て
い
る
。
事
故
が
あ
っ
た
の
は
確
か
な
の
で
、
安
全
面
で

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
配
慮
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
高
い
評
価
を
維
持
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
県
と
し
て
も
環
境
整
備
に
努
力
し
た
い
」

②
　

山
岳
事
故
防
止
対
策
に
加
え
、
殉
職
事
故
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
る
の
か
、
問
う
。

「
中
高
年
登
山
者
、
若
者
を
対
象
に
、
山
岳
警
備
隊
員
が
山
小
屋
へ
出
向
く
出
前
講
座
を

は
じ
め
、
登
山
中
の
人
へ
の
一
言
ア
ド
バ
イ
ス
や
広
報
ポ
ス
タ
ー
で
、
遭
難
防
止
を
呼

び
か
け
て
い
る
ほ
か
、
登
山
者
講
習
会
へ
の
山
岳
警
備
隊
員
の
派
遣
も
行
っ
て
い
る
。

長
野
、
岐
阜
と
も
連
携
し
て
、
一
件
で
も
事
故
を
少
な
く
し
て
い
き
た
い
。

　
殉
職
事
故
の
再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、
事
故
防
止
検
討
会
を
順
次
開
催
し
、
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
よ
り
安
全
性
を
高
め
る
訓
練
方
法
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
、

今
後
は
民
間
の
山
岳
関
係
者
か
ら
も
意
見
を
聞
き
、
具
体
的
な
再
発
防
止
策
を
早
期
に

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」

①
　

県
野
球
協
議
会
で
は
、
小
・
中
・
高
校
ま
で
の
一
貫
指
導
体
制
の
確
立
が
焦
点
と
の
こ

と
だ
が
、
今
後
の
部
活
動
へ
の
影
響
や
共
存
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
問
う
。

（
競
技
力
向
上
の
た
め
に
は
一
貫
指
導
が
効
果
的
と
考
え
る
が
、
そ
の
一
方
で
仲
間
と
の

連
帯
感
を
高
め
、
人
間
関
係
を
構
築
す
る
教
育
の
場
で
も
あ
る
部
活
動
の
衰
退
に
拍
車

を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
）

「
野
球
協
議
会
が
目
指
す
一
貫
競
技
指
導
体
制
は
、
部
活
動
の
教
育
的
効
果
も
活
か
し
な

が
ら
、
小
学
校
で
は
野
球
を
好
き
に
な
る
こ
と
、
中
学
校
で
は
正
し
い
基
礎
、
基
本
を

身
に
付
け
る
こ
と
、
高
校
で
は
専
門
的
な
技
能
や
体
力
を
高
め
る
こ
と
と
い
っ
た
よ
う

に
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
正
し
い
指
導
方
法
を
、
す
べ
て
の
指
導
者
が
共
通
認
識
し
て

強
化
に
努
め
る
も
の
。
野
球
協
議
会
の
取
り
組
み
が
、
刺
激
と
な
り
、
部
活
動
の
競
技

力
が
向
上
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
仲
間
と
の
連
帯
感
が
高
ま
り
、
豊
か
で
好
ま
し
い

人
間
関
係
が
構
築
で
き
る
よ
う
、
県
と
し
て
も
支
援
し
た
い
」

な
ど
、
４
つ
の
分
野
で
１４
問
を
問
い
、
知
事
や
各
担
当
部
長
に
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

６月議会一般質問の詳しい様子は、富
山県議会のホームページでご覧いただけ
ます。
htpp://www.pref.toyama.jp/section/0100/
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『
６
月
議
会
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
』

３ ２

おくのえいこ県議会だより おくのえいこ県議会だより

『
６
月
議
会
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
』

県
教
育
振
興
基
本
計
画
と
目
指
す
べ
き
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

高
等
特
別
支
援
学
校
と
障
害
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

山
岳
警
備
隊
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

知
事
答
弁

知
事
答
弁

教
育
長
答
弁

県
教
育
振
興
基
本
計
画
と
目
指
す
べ
き
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

知
事
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

厚
生
部
長
答
弁

高
等
特
別
支
援
学
校
と
障
害
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

教
育
長
答
弁

厚
生
部
長
答
弁

警
察
本
部
長
答
弁

山
岳
警
備
隊
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

知
事
答
弁

教
育
長
答
弁

警
察
本
部
長
答
弁

県
教
育
振
興
基
本
計
画
・
・
・
富
山
県
が
今
年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
、
６
月
議
会
後

に
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
。
学
力
向
上
と
生
き
る
力
の
育
成
の
両
立
を
目
指
す
。

①
　

一
般
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
軽
度
知
的
障
害
の
生
徒
に
つ
い
て
、
開
校
予
定
の
高

等
特
別
支
援
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
や
り
た
い
仕
事
に
就
け
る
の
か
ど
う
か

と
い
っ
た
能
力
以
外
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
問
う
。

（
企
業
へ
の
就
職
に
は
、
障
害
の
程
度
だ
け
で
な
く
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
マ
ッ
チ
ン

グ
の
問
題
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
）

「
生
徒
の
希
望
や
能
力
に
応
じ
た
職
業
選
択
の
助
言
・
援
助
を
行
う
た
め
、
職
場
見
学
、

就
業
体
験
、
企
業
関
係
者
な
ど
に
よ
る
講
話
を
通
し
て
、
就
労
の
魅
力
や
自
己
の
適
正

の
理
解
を
図
る
ほ
か
、
企
業
に
理
解
と
支
援
を
求
め
、
新
た
な
就
職
先
の
開
拓
を
行

う
。
ま
た
、
卒
業
し
た
卒
業
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
就
職
で
き
な
い
卒
業
生
を
就
労

支
援
す
る
仕
組
み
も
設
け
、
き
め
細
か
く
取
り
組
み
た
い
」

②
　

現
行
の
県
工
賃
向
上
支
援
計
画
は
、
今
年
が
最
終
年
度
で
あ
る
が
、
今
後
の
計
画
は
ど

の
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
か
、
現
行
計
画
の
成
果
と
併
せ
て
問
う
。

「
平
成
２２
年
度
の
工
賃
月
額
は
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
影
響
を
受
け
て
、
１
万
２

５
７
５
円
と
、
対
前
年
比
５
・
４
％
増
に
留
ま
っ
た
。
自
主
製
品
の
製
造
に
取
り
組
む
事

業
所
で
は
、
５０
％
増
加
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
が
一
定
程
度
は
表
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
２４
年
度
以
降
の
新
し
い
計
画
は
、
国
の
基
本
的
な
指
針
が
ま

だ
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
具
体
的
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

件
と
し
て
は
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
現
計
画
に
お
け
る
各
種
取
り
組
み
の
検

証
、
課
題
の
把
握
、
工
賃
向
上
の
模
範
的
事
例
の
分
析
な
ど
を
行
い
、
今
後
の
取
り
組

み
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
」

①
　

生
き
る
力
の
育
成
を
重
要
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
に
は
基
本
的
な
人
間
教
育
や
情
操
教
育
こ
そ
が
、
よ

り
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
問
う
。

（
策
定
予
定
の
県
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、
学
力
向
上
の
た

め
の
方
法
論
が
中
心
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
）

「
有
識
者
の
提
言
を
も
と
に
、
ふ
る
さ
と
教
育
、
探
究
科
学

科
の
設
置
、
と
や
ま
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
富
山
な

ら
で
は
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
へ
の
愛

着
や
誇
り
、
家
族
や
地
域
の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
命

や
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
、
心
豊
か
に
自

ら
を
高
め
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。
社

会
全
体
で
、
知
・
徳
・
体
や
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
の
育
成
に
取
り
組
み
た
い
」

②
　

答
え
が
ひ
と
つ
だ
け
で
は
な
い
、
割
り
切
れ
な
い
分
野
が
、
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
あ
り
、
何
を
ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
配
慮
し
て

こ
そ
、
目
指
す
べ
き
教
育
の
形
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
、
問
う
。

（
国
語
や
歴
史
教
育
、
道
徳
と
い
っ
た
教
科
を
通
し
て
、
多
角
的
に
物
事
を
捉
え
る
必
要

性
も
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

「
県
教
育
委
員
会
で
は
、
幼
・
小
・
中
学
校
の
教
育
指
導
の
重
点
を
作
成
し
、
社
会
科
で

は
、
社
会
的
事
象
を
多
面
的
、
多
角
的
に
考
察
す
る
場
と
な
る
よ
う
、
指
導
を
工
夫
す

る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
み
、
そ
の
主
旨
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
指
導
主
事
の
学
校
訪

問
を
含
め
、
適
切
な
指
導
が
、
ど
の
学
校
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
指
導
・
助

言
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
多
面
的
、
論
理
的
思
考
や
よ
り
よ
く
問
題

を
解
決
す
る
能
力
、
発
信
す
る
力
が
高
ま
る
よ
う
、
指
導
方
法
の
改
善
・
工
夫
に
努
め

て
い
き
た
い
」

＊
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
＊

山
岳
警
備
隊
殉
職
事
故
・
・
・
平
成
２３
年
２
月
、
山
岳
救
助
訓
練
中
に
雪
崩
に
巻
き
込

ま
れ
、
山
岳
警
備
隊
と
入
善
署
の
兼
務
隊
員
で
あ
っ
た
丸
山
分
隊
長
が
殉
職
。
４
月
、

天
候
の
回
復
を
待
っ
て
、
遺
体
が
収
容
さ
れ
た
。
富
山
県
警
察
山
岳
警
備
隊
発
足
以
来

３
人
が
殉
職
し
て
い
る
。

＊
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
＊

高
等
特
別
支
援
学
校
・
・
・
高
校
再
編
に
よ
り
、
県
立
高
校
と
し
て
使
用
し
な
く
な
る

大
沢
野
工
業
高
校
と
二
上
工
業
高
校
の
校
舎
の
一
部
を
活
用
し
、
知
的
障
害
特
別
支
援

学
校
高
等
部
を
独
立
さ
せ
る
も
の
。
企
業
へ
の
就
職
を
目
指
し
、
知
識
、
技
能
、
態
度

な
ど
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。
平
成
２６
年
度
以
降
の
開
校
予
定
。

県
工
賃
向
上
計
画
・
・
・
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
を
機
に
、
授
産
施
設
等
で
働
く

障
害
者
の
工
賃
（
賃
金
）
水
準
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
支
援
強
化
の
取
り
組
み
。
平
成

１９
年
度
か
ら
２３
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
で
、
一
人
当
た
り
月
平
均
１
万
２
０
０
０
円
の
工

賃
を
倍
額
に
ま
で
増
加
さ
せ
る
見
通
し
で
あ
っ
た
。

＊
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
＊

①
　

山
岳
警
備
隊
は
、
特
殊
な
救
助
活
動
を
す
る
専
門
部
隊
と
し
て
山
岳
警
備
に
専
念
さ

せ
、
日
々
の
訓
練
を
も
充
実
さ
せ
た
上
で
活
動
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
、
問

う
。

（
現
在
、
隊
員
２８
人
の
う
ち
、
専
従
隊
員
は
６
人
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
隊
員
は
警
察
署

で
地
域
の
安
全
を
守
り
つ
つ
山
岳
警
備
に
従
事
す
る
兼
務
隊
員
で
あ
る
）

「
全
国
で
唯
一
、
専
従
隊
員
を
有
し
て
い
る
の
が
、
富
山
県
警
察
で
あ
る
。
国
、
地
方
通

じ
て
、
行
政
改
革
、
財
政
再
建
が
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
中
、
平
成
２１
年
に
専
従
隊

員
を
４
人
か
ら
６
人
に
増
員
し
て
い
る
。
兼
務
と
い
っ
て
も
専
従
隊
員
と
一
緒
に
、
年

間
相
当
日
数
を
訓
練
に
当
て
て
い
る
。
事
故
が
あ
っ
た
の
は
確
か
な
の
で
、
安
全
面
で

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
配
慮
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
高
い
評
価
を
維
持
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
県
と
し
て
も
環
境
整
備
に
努
力
し
た
い
」

②
　

山
岳
事
故
防
止
対
策
に
加
え
、
殉
職
事
故
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
る
の
か
、
問
う
。

「
中
高
年
登
山
者
、
若
者
を
対
象
に
、
山
岳
警
備
隊
員
が
山
小
屋
へ
出
向
く
出
前
講
座
を

は
じ
め
、
登
山
中
の
人
へ
の
一
言
ア
ド
バ
イ
ス
や
広
報
ポ
ス
タ
ー
で
、
遭
難
防
止
を
呼

び
か
け
て
い
る
ほ
か
、
登
山
者
講
習
会
へ
の
山
岳
警
備
隊
員
の
派
遣
も
行
っ
て
い
る
。

長
野
、
岐
阜
と
も
連
携
し
て
、
一
件
で
も
事
故
を
少
な
く
し
て
い
き
た
い
。

　
殉
職
事
故
の
再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、
事
故
防
止
検
討
会
を
順
次
開
催
し
、
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
よ
り
安
全
性
を
高
め
る
訓
練
方
法
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
、

今
後
は
民
間
の
山
岳
関
係
者
か
ら
も
意
見
を
聞
き
、
具
体
的
な
再
発
防
止
策
を
早
期
に

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」

①
　

県
野
球
協
議
会
で
は
、
小
・
中
・
高
校
ま
で
の
一
貫
指
導
体
制
の
確
立
が
焦
点
と
の
こ

と
だ
が
、
今
後
の
部
活
動
へ
の
影
響
や
共
存
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
問
う
。

（
競
技
力
向
上
の
た
め
に
は
一
貫
指
導
が
効
果
的
と
考
え
る
が
、
そ
の
一
方
で
仲
間
と
の

連
帯
感
を
高
め
、
人
間
関
係
を
構
築
す
る
教
育
の
場
で
も
あ
る
部
活
動
の
衰
退
に
拍
車

を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
）

「
野
球
協
議
会
が
目
指
す
一
貫
競
技
指
導
体
制
は
、
部
活
動
の
教
育
的
効
果
も
活
か
し
な

が
ら
、
小
学
校
で
は
野
球
を
好
き
に
な
る
こ
と
、
中
学
校
で
は
正
し
い
基
礎
、
基
本
を

身
に
付
け
る
こ
と
、
高
校
で
は
専
門
的
な
技
能
や
体
力
を
高
め
る
こ
と
と
い
っ
た
よ
う

に
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
正
し
い
指
導
方
法
を
、
す
べ
て
の
指
導
者
が
共
通
認
識
し
て

強
化
に
努
め
る
も
の
。
野
球
協
議
会
の
取
り
組
み
が
、
刺
激
と
な
り
、
部
活
動
の
競
技

力
が
向
上
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
仲
間
と
の
連
帯
感
が
高
ま
り
、
豊
か
で
好
ま
し
い

人
間
関
係
が
構
築
で
き
る
よ
う
、
県
と
し
て
も
支
援
し
た
い
」

な
ど
、
４
つ
の
分
野
で
１４
問
を
問
い
、
知
事
や
各
担
当
部
長
に
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

６月議会一般質問の詳しい様子は、富
山県議会のホームページでご覧いただけ
ます。
htpp://www.pref.toyama.jp/section/0100/



６
月
議
会
も
終
わ
り
、
ほ
っ
と
一
息
。

こ
の
間
、
た
く
さ
ん
質
問
い
た
だ
い
た

の
が
、
議
場
の
椅
子
の
座
り
心
地
っ
て
ど

う
な
の
？
と
い
う
も
の
。
確
か
に
一
種
独

特
の
雰
囲
気
が
漂
う
空
間
で
あ
る
し
、
な

か
な
か
立
ち
入
る
機
会
も
な
い
の
で
、
興

味
の
湧
く
と
こ
ろ
で
は
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
椅
子
の
座
り
心

地
と
い
う
も
の
、
実
は
す
こ
ぶ
る
悪
い（
苦

笑
）ク
ッ
シ
ョ
ン
は
・
・
・
な
か
な
か
よ
い
。

た
だ
し
、
机
と
椅
子
が
遠
す
ぎ
る
。
ど
ち

ら
も
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
調
節
で
き

す
、
体
に
合
わ
な
い
こ
と
、
こ
の
上
な
し
。

お
く
の
が
ち
っ
ち
ゃ
す
ぎ
る
と
い
う
の

も
、
も
ち
ろ
ん
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
で

は
あ
る
が
、
机
、
椅
子
の
高
さ
、
距
離
と

も
に
無
理
の
あ
る
体
勢
で
一
日
議
会
と
な

る
と
、
終
わ
る
こ
ろ
に
は
背
中
も
腰
も
ギ

シ
ギ
シ
。
そ
う
い
え
ば
、
小
学
生
の
こ
ろ
、

身
長
ご
と
に
机
と
椅
子
を
選
ば
さ
れ
た
っ

け
。
あ
れ
っ
て
、
意
外
と
大
切
な
こ
と
だ

っ
た
の
ね
。
凝
り
・
・
・
最
近
の
悩
み
で

あ
り
ま
す
。

１ ４

Ｖｏｌ.１

お
く
の
え
い
こ

　
　
県
議
会
だ
よ
り

お
く
の
え
い
こ

　
　
県
議
会
だ
よ
り

お
く
の
え
い
こ

　
　
県
議
会
だ
よ
り

お
く
の
え
い
こ

　
　
県
議
会
だ
よ
り

おくのえいこ県議会だより おくのえいこ県議会だより

ご
あ
い
さ
つ

大
暑
の
侯
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
多
大
な
お
力
添
え
を
賜
り
、
無
事

当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

議
会
で
は
、
こ
の
度
、
知
事
政
策
局
を
は
じ
め
、
県
政
の
重
要
施

策
全
般
に
関
わ
る
経
営
企
画
委
員
会
の
副
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
新
幹
線
・
総
合
交
通
対
策
特
別
委
員
会
、
文
教
・
公

安
部
会
に
所
属
し
、
勉
強
会
や
視
察
を
通
し
て
、
日
々
学
び
を
深
め

て
お
り
ま
す
。

 

さ
て
、
３
月
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
ヶ
月

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
復
興
へ
の
道
程
に
明
る
い
兆
し
は
未
だ

見
え
ず
、
被
災
地
で
は
今
も
な
お
多
く
の
方
々
が
不
自
由
な
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
般
の
６
月
議
会
で
も
、
こ
の
未
曾
有

の
大
災
害
を
教
訓
に
と
、
津
波
を
想
定
し
た
災
害
対
策
や
原
発
を
は

じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
多
く
の
質
問
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

 

い
ま
日
本
も
富
山
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
と
足
元
を
見
つ
め
直
し
、
次
の
世
代
に
何
を
残
し
て
い

く
べ
き
な
の
か
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
と
き
が
来
て
い
ま

す
。
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